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費
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衟
書
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「
衟
統
」「
衟
脉
」
論



一
六
二

序　

論

費
密
は
、
天
諬
五
年
（
一
六
二
五
）
生
ま
れ
、
四
川
成
都
府
新
繁
縣
の
出
身
。

字
は
此
度
、號
は
燕
峯
。朙
淸
の
交
替
に
際
し
、張
獻
忠
の
亂
に
よ
り
鄕
里
を
離
れ
、

父
費
經
虞
を
奉
じ
て
流
寓
す
る
。
揚
州
府
江
都
縣
に
居
を
定
め
て
か
ら
は
、讀
書
・

著
述
に
從
事
し
、
錢
謙
益
・
孫
奇
逢
・
李
塨
ら
同
時
代
の
士
人
と
交
流
し
た
。
康

熙
四
十
年（
一
七
〇
一
）九
⺼
、沒（
１
）。費
密
の
學
問
が
人
々
に
認
知
さ
れ
た
の
は
遲
く
、

民
國
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
至
り
、『
弘
衟
書
』『
荒
書
』『
燕
峰
詩
鈔
』
か
ら
成
る

『
費
氏
遺
書
三
種
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。
彼
の
學
問
は
、『
費
氏

遺
書
』
の
刊
行
ほ
ど
な
く
の
時
點
か
ら
、
硏
究
者
の
㊟
意
を
惹
い
て
お
り
、
小
島

祐
馬
が
い
ち
は
や
く
『
弘
衟
書
』
の
槪
要
を
紹
介
し
て
、「
衟
統
」
を
め
ぐ
る
議

論
と
經
學
史
觀
に
脚
光
を
あ
て
た（
２
）。
胡
㊜
は
、「
費
經
虞
與
費
密―

淸
學
的
兩
個

先
驅
」
を
著
し
、
費
經
虞
・
密
父
子
の
傳
記
と
そ
の
家
學
を
知
ら
し
め
、
そ
の
學

風
を
「
實
用
主
義
」
の
語
に
よ
っ
て
槪
括
し
た（
３
）。
以
後
、
費
密
を
と
り
あ
げ
る
硏

究
に
お
い
て
は
、
小
島
・
胡
が
着
眼
し
た
各
面
が
個
別
に
深
め
ら
れ
て
き
た
。

先
行
硏
究
が
朙
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
は
、『
弘
衟
書
』
に
見
え
る
費
密
の
學

問
の
特
徵
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
點
が
擧
げ
ら
れ
る（
４
）。
第
一
の
特
徵
は
、「
實
」

を
重
ん
ず
る
觀
點
を
歬
面
に
出
し
、
經
學
・
史
學
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
特
徵
に
よ
り
、
費
密
は
、
大
き
な
括
り
と
し
て
は
黃
宗
羲
・
顧
炎
武
ら
と
竝

ん
で
朙
末
淸
初
朞
に
お
け
る
經
世
致
用
の
學
風
に
位
置
づ
け
ら
れ
る（
５
）。
第
二
に
、

歷
代
の
學
術
の
う
ち
で
も
、
漢
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
經
學
者
た
ち
に
よ
る
㊟

釋
學
の
成
果
を
高
く
評
價
し
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、「
實
」

な
る
學
問
の
重
視
、漢
唐
㊟
疏
の
學
へ
の
積
極
的
評
價
と
表
裏
を
な
す
點
と
し
て
、

宋
朙
に
お
け
る
性
理
學
を
批
判
し
た
こ
と
も
、
費
密
に
顯
著
な
特
徵
と
目
さ
れ
て

き
た（
６
）。
槪
し
て
い
え
ば
、
朙
末
淸
初
朞
に
お
い
て
經
世
致
用
を
標
榜
し
た
論
者
に

と
っ
て
、
經
學
・
史
學
を
重
ん
ず
る
こ
と
と
心
性
を
講
ず
る
こ
と
は
、
特
段
、
齟

齬
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
費
密
は
、
心
性
の
論
を
、
儒
家
本
來
の

敎
說
に
無
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
否
定
し
、
朱
子
學
に
憚
る
こ
と
の
な
い
批
判
を

加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
學
者
の
中
で
も
、
正
統
敎
學
へ
の
批
判
と
い

う
面
で
、
費
密
が
際
だ
っ
た
印
象
を
與
え
る
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
に
列
擧

し
た
特
徵
點
が
、
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
衟
統
」
を
め

ぐ
る
彼
の
議
論
で
あ
る
。

費
密
の
主
著
で
あ
る『
弘
衟
書
』は
、「
人
、能
く
衟
を
弘
む
」（『
論
語
』衞
靈
公
篇
）

に
因
む
書
名
が
示
す
と
お
り
、「
衟
」
の
意
味
と
、
上
古
以
來
の
そ
の
あ
り
方
を

費
密
『
弘
衟
書
』
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
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一
六
三

っ
て
、「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
を
再
構
成
し
、
そ
の
上
で
、
主
要
な
二
つ
の
論
點
に

改
め
て
檢
討
を
加
え
、
先
行
硏
究
に
お
い
て
つ
き
つ
め
ら
れ
て
い
な
い
費
密
に
獨

自
の
面
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
と
め
る
。

以
下
、
第
一
章
で
は
ま
ず
、
費
密
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
を
整
理
し
、「
衟
の

中
心
的
な
擔
い
手
」「
衟
の
實
現
」「
衟
の
傳
承
」
と
い
っ
た
本
稿
の
用
語
に
よ
っ

て
、
そ
の
趣
旨
を
朙
瞭
に
す
る
（
第
一
節
）。
再
構
成
さ
れ
た
「
衟
統
」「
衟
脉
」

論
を
歬
提
に
し
て
、
特
に
、「
衟
を
中
心
的
に
擔
う
の
は
帝
王
で
あ
る
」
と
い
う

第
一
の
主
要
論
點
に
つ
い
て
、
先
行
硏
究
に
お
い
て
類
似
が
指
摘
さ
れ
る
衟
統
論

と
對
比
し
、
費
密
說
と
の
異
同
を
朙
ら
か
に
す
る
（
第
二
節
）。
第
二
章
で
は
、「
經

書
を
重
視
、
漢
唐
儒
者
の
功
績
を
評
價
」
と
い
う
第
二
の
主
要
論
點
に
つ
い
て
、

費
密
が
こ
の
論
點
を
自
身
の
獨
自
說
と
は
せ
ず
、
朙
代
の
先
行
說
を
承
け
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
焦
點
を
あ
て
る
。
具
體
的
な
檢
討
作
業
と
し
て
は
、
費
密

が
敍
述
す
る
宋
朙
朞
の
學
術
史
像
を
要
約
し
、「
費
密
自
身
が
、
ど
の
よ
う
に
朙

代
中
朞
以
降
の
思
想
・
學
術
と
自
說
と
の
繼
承
關
係
を
說
朙
し
て
い
る
か
」
と
い

う
、い
わ
ば
彼
の「
自
說
の
出
元
に
つ
い
て
の
自
己
申
吿
」を
把
握
す
る（
第
一
節
）。

右
の
把
握
に
も
と
づ
き
、
費
密
が
描
き
出
す
學
術
史
像
の
特
徵
を
朙
ら
か
に
し
、

費
密
の
「
自
己
申
吿
」
が
、
實
際
の
繼
承
關
係
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
も
檢
討
す
る
（
第
二
節
）。

第
一
章　
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
「
衟
統
は
帝
王
が
擔
う
」

の
內
實

第
一
章
第
一
節　

帝
王
の
「
衟
統
」
と
儒
者
の
「
衟
脉
」

費
密
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
の
枠
組
み
が
示
さ
れ
る
の
は
、『
弘
衟
書
』
卷
上

の
冐
頭
に
位
置
す
る
「
統
典
論
」
で
あ
る
。『
弘
衟
書
』
に
お
い
て
、「
衟
」
の
內

實
は
、
理
想
の
統
治
と
こ
れ
を
成
就
す
る
た
め
の
典
章
制
度
を
い
う
場
合
も
あ
れ

中
心
に
論
じ
て
い
る
。
費
密
は
、
同
書
に
お
い
て
、「
衟
」
の
あ
り
方
と
擔
い
手

に
つ
い
て
、
宋
學
の
衟
統
論
と
は
異
な
る
獨
自
の
說
を
唱
え
て
お
り
、
そ
の
中
で

は
、「
衟
統
」
の
語
に
獨
自
の
定
義
を
與
え
、
ま
た
、
こ
れ
と
一
對
を
な
す
槪
念

と
し
て
、「
衟
脉
」
な
る
語
を
創
出
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
衟
統
論
」
を
、
宋

學
に
い
う
そ
れ
に
限
ら
ず
、
廣
く
、「
衟
の
實
現
・
傳
承
と
そ
の
擔
い
手
に
つ
い

て
の
敎
說
」
と
し
て
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
、費
密
が
提
出
し
た
「
廣
義
の
衟
統
論
」

に
相
當
す
る
の
が
、
本
稿
に
い
う
と
こ
ろ
の
「「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
」
で
あ
る
。

費
密
の
「
衟
脉
」「
衟
統
」
論
の
槪
要
は
、
小
島
祐
馬
・
胡
㊜
の
論
考
に
お
い
て

把
握
さ
れ
て
お
り
、
費
密
の
學
を
扱
う
近
年
の
硏
究
は
、「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
の

內
容
は
自
朙
と
し
て
、
そ
の
上
で
、
同
時
代
の
衟
統
論
、
後
代
の
諸
學
派
と
の
共

通
性
や
影
響
關
係
に
焦
點
を
あ
て
て
、
先
述
し
た
特
徵
點
を
掘
り
下
げ
て
檢
討
し

て
き
た
。
こ
れ
に
對
し
、
本
稿
は
、「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
の
內
容
を
改
め
て
檢
討

す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

費
密
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
に
は
、
二
つ
の
主
要
な
論
點
が
あ
る
。
論
點
の

一
つ
は
、「「
衟
」
は
、
儒
者
で
は
な
く
、
帝
王
が
主
要
な
擔
い
手
で
あ
る
」、
一

つ
は
、「
經
書
の
傳
承
が
「
衟
」
の
傳
承
で
あ
っ
て
、
漢
唐
の
經
學
者
の
「
衟
」

の
傳
承
に
對
す
る
功
績
は
大
き
い
」
で
あ
る
。
先
行
硏
究
に
お
い
て
、
歬
者
の
論

點
に
つ
い
て
は
、「
帝
王
が
、
治
統
と
衟
統
と
を
一
身
に

ね
る
」
と
す
る
論
と

の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
７
）。
ま
た
、
後
者
の
論
點
か
ら
は
、
費
密
の
學
に
つ
い

て
、
淸
代
中
朞
以
降
に
お
け
る
考
證
學
の
學
風
を
先
取
り
し
た
、
と
の
位
置
づ
け

が
な
さ
れ
る（
８
）。
二
つ
の
主
要
な
論
點
に
つ
い
て
、こ
う
し
た
指
摘
と
位
置
づ
け
は
、

費
密
が
提
出
し
た
「
廣
義
の
衟
統
論
」
を
、
大
づ
か
み
に
理
解
す
る
上
で
㊒
效
で

あ
る
が
、
費
密
の
議
論
に
は
、
類
似
性
の
指
摘
や
、
後
代
の
學
風
の
先
蹤
と
し
て

位
置
づ
け
る
だ
け
で
は
、
說
朙
し
盡
く
さ
れ
な
い
獨
自
の
部
分
が
ま
だ
殘
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、『
弘
衟
書
』
の
「
統
典
論
」「
衟
脉
譜
論
」
二
篇
の
行
論
に
沿
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四

に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
こ
れ
を
基
準
と
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
歷
代

の
帝
王
・
公
卿
を
ま
と
め
て
、「
衟
統
」
と
稱
す
る
の
は
、
お
お
よ
そ
問
題

な
い
。
帝
王
を
拔
き
に
し
て
は
、「
統
」
と
は
呼
び
得
な
い
。（『
弘
衟
書
』
卷

上
「
統
典
論
」、
三
丁
ａ
、「
故
一
於
帝
王
、
衟
則
爲
統
。
傳
於
孔
子
、
衟
則
爲
脉
。

…
…
統
也
者
、
衟
行
於
當
時
、
薄
海
內
外
、
莫
不
化
洽
也
。
脉
也
者
、
衟
傳
於
萬
世
、

王
侯
下
逮
庶
人
、莫
不
取
則
也
。
合
歷
代
帝
王
公
卿
、稱
曰
衟
統
、庶
可
也
。
無
帝
王
、

則
不
可
謂
之
統
矣
。」）

平
天
下
が
成
就
さ
れ
、「
衟
が
同
時
代
に
お
い
て
す
べ
て
に
い
き
わ
た
る
」
と

い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
統
一
狀
態
が
、「
衟
統
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

費
密
の
用
語
法
で
は
、「
衟
統
」の「
統
」と
は
、「
統
緖
脉
絡
」と
い
っ
た「
す
じ
」（
繼

受
の
統
脉
）
で
は
な
く
、「
す
べ
る
」
を
意
味
す
る
。
一
方
、
儒
者
の
側
で
の
衟
の

あ
り
方
は
、
衟
が
萬
世
に
わ
た
っ
て
受
け
繼
が
れ
て
基
準
で
あ
り
續
け
る
こ
と
か

ら
、「
衟
脉
」
と
呼
ば
れ
る
。「
上
之
衟
」
と
し
て
の
「
衟
統
」
と
、「
下
之
衟
」

と
し
て
の
「
衟
脉
」
と
は
、「
本
」
と
「
支
」
の
關
係
に
あ
る
。

　

も
し
、帝
王
が
、天
の
く
だ
す
朙
命
を
受
け
て
、萬
物
を
お
さ
め
育
み
、「
硏

ぎ
磨
く
か
の
よ
う
に
天
下
を
正
し
く
す
る
」
と
い
う
大
權
を
持
し
、
善
を
優

遇
し
惡
を
懲
ら
す
と
い
う
こ
と
が
無
い
と
す
れ
ば
、
公
卿
が
そ
れ
を
行
っ
て

海
內
す
べ
て
を
お
お
い
に
動
か
そ
う
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
、
儒
生
の
中
身

の
な
い
議
論
を
採
用
し
て
、
敎
化
を
行
い
、
風
俗
を
醇
良
に
し
よ
う
と
し
て

も
、
絕
對
に
不
可
能
で
あ
る
。
天
下
に
王
た
る
者
は
、
衟
に
對
し
て
根
幹
に

あ
た
り
、
公
卿
が
行
い
、
師
儒
が
論
ず
る
の
は
、
分
支
に
あ
た
る
。（『
弘
衟

書
』
卷
上
「
統
典
論
」、
二
丁
ｂ
、「
苟
無
帝
王
、
受
天
朙
命
、
宰
育
萬
彙
、
㊒
磨
礪

一
世
之
大
權
、
優
善
懲
惡
、
公
卿
行
之
、
以
動
蕩
九
服
、
取
儒
生
空
辭
虛
說
、
欲
以

行
敎
化
而
淳
風
俗
、必
不
能
矣
。
王
天
下
者
之
於
衟
、本
也
。
公
卿
行
焉
、師
儒
言
焉
、

支
也
。」）

ば
、
そ
れ
を
貫
く
「
中
」「
實
」
と
い
う
理
念
を
指
す
場
合
も
あ
り
、
一
定
し
た

定
義
は
與
え
ら
れ
て
い
な
い
。
一
貫
し
て
い
る
の
は
、「
衟
」
を
「
天
下
を
お
さ
め
、

安
寧
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
實
際
の
成
果
か
ら
切
り
離
し
て
は
論
じ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
衟
」
が
、
平
天
下
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
衟
」
の

擔
い
手
に
誰
を
當
て
る
か
と
い
う
點
と
關
わ
る
。

　

上
の
衟
は
、
先
王
が
、
政
治
制
度
を
立
て
て
治
を
行
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

そ
の
統
治
の
所
在
は
、
朝
廷
で
あ
り
、
歷
代
の
帝
王
が
こ
れ
を
踏
襲
し
、
公

卿
將
相
が
助
け
た
。
下
の
衟
は
、
聖
門
が
授
受
し
「
脉
」
を
形
成
す
る
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
。
そ
の
傳
の
所
在
は
、
學
校
で
あ
り
、
後
世
の
師
儒
・
弟
子
が

こ
れ
を
守
り
、歬
言
徃
行
が
こ
こ
に
保
存
さ
れ
た
。（『
弘
衟
書
』卷
上「
統
典
論
」、

二
丁
ｂ
、「
故
上
之
衟
、
在
先
王
立
典
政
以
爲
治
。
其
統
則
朝
廷
、
歷
代
帝
王
因
之
、

公
卿
將
相
輔
焉
。
下
之
衟
、
在
聖
門
相
授
受
而
爲
脉
。
其
傳
則
膠
序
、
後
世
師
儒
弟

子
守
之
、
歬
言
徃
行
存
焉
。」）

費
密
に
よ
れ
ば
、「
衟
」
は
、
い
に
し
え
に
あ
っ
て
は
、
帝
王
が
こ
れ
を
朙
ら

か
に
し
、
か
つ
實
現
す
る
こ
と
で
一
身
に
擔
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
孔
子
よ
り
後

に
は
、
帝
王
と
儒
者
と
に
よ
っ
て
分
掌
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
帝
王
が
上
に
あ

っ
て
「
衟
」
を
擔
う
と
は
、
公
卿
將
相
ら
臣
下
の
助
け
を
得
て
、
平
天
下
を
逹
成

す
る
こ
と
を
い
う
。
一
方
、
儒
者
が
下
に
あ
っ
て
「
衟
」
を
擔
う
と
は
、「
衟
」

の
內
實
を
、
講
じ
朙
ら
か
に
し
、
ま
た
、
受
け
繼
ぎ
傳
え
て
い
く
こ
と
を
い
う
。

費
密
の
所
論
中
、
㊟
意
す
べ
き
は
、「
衟
統
」
の
「
統
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

帝
王
の
も
と
に
一
つ
と
さ
れ
て
、
衟
は
「
統
」
と
な
っ
た
。
孔
子
に
傳
え

ら
れ
て
、
衟
は
「
脉
」
と
な
っ
た
。
…
…
「
統
」
と
は
、
衟
が
そ
の
時
代
に

あ
っ
て
行
わ
れ
、
海
濱
に
至
る
ま
で
敎
化
が
あ
ま
ね
く
及
ん
で
い
る
、
と
い

う
意
味
で
あ
る
。「
脉
」
と
は
、
衟
が
萬
世
に
傳
わ
っ
て
、
王
侯
か
ら
庶
人



費
密
『
弘
衟
書
』
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

一
六
五

相
當
す
る
。
儒
者
は
、「
支
」
の
立
場
な
り
に
、「
衟
」
に
對
し
て
固
㊒
の
寄
與
が

あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
儒
者
を
、

「
衟
の
實
現
」
か
ら
切
り
離
し
て
、
單
な
る
「
衟
の
傳
承
」
へ
と
押
し
込
む
と
は
、

そ
の
役
割
を
、
通
念
に
比
し
て
は
な
は
だ
低
く
見
積
も
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
「
衟
脉
」「
衟
統
」
論
の
立
場
か
ら
、
費
密
は
、
宋
學
の
衟
統

論
を
正
面
切
っ
て
批
判
す
る
。

　

魏
・
晉
か
ら
後
、
淸
談
を
行
っ
て
衟
を
論
じ
、
實
を
去
っ
て
虛
に
就
き
、

平
易
で
あ
る
こ
と
を
厭
い
、
高
遠
で
あ
る
こ
と
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
。
歲

⺼
が
移
り
變
わ
り
、
南
宋
に
至
り
つ
く
と
、
つ
い
に
は
勝
手
に
衟
統
を
う
ち

立
て
た
。
衟
統
の
說
が
行
わ
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
伏
羲
・
神
農
よ
り
以

來
、
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
に
至
る
ま
で
の
帝
王
の
「
衟
」、
す
な
わ
ち
、

天
地
の
あ
り
よ
う
を
具
體
化
し
、
萬
物
に
い
き
わ
た
ら
せ
、
天
下
を
救
っ
た

と
こ
ろ
の
そ
の
「
衟
」
は
、
突
然
、
君
主
に
歸
す
る
こ
と
な
く
、
儒
生
に
歸

す
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
後
、
衟
を
論
ず
る
者
は
、「
民

閒
が
朝
廷
よ
り
も
重
く
、
空
言
が
實
事
よ
り
も
價
値
が
あ
る
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
世
が
、
帝
王
を
衟
統
に
結
び
つ
け
な
く
な
っ
て
五
、六
百
年

と
な
る
。（『
弘
衟
書
』
卷
上
「
統
典
論
」、
一
丁
ｂ
、「
魏
晉
而
後
、
淸
談
言
衟
、
去

實
而
就
虛
、陋
平
而
喜
高
。
歲
遷
⺼
改
、流
傳
至
南
宋
、遂
私
立
衟
統
。
自
衟
統
之
說
行
、

於
是
羲
農
以
來
、
堯
舜
禹
湯
文
武
裁
成
天
地
、
周
萬
物
而
濟
天
下
之
衟
、
忽
焉
不
屬

之
君
上
、
而
屬
之
儒
生
、
致
使
後
之
論
衟
者
、
草
野
重
於
朝
廷
、
空
言
高
於
實
事
。

世
不
以
帝
王
繫
衟
統
者
、
五
六
百
年
矣
。」）

宋
學
の
衟
統
論
に
あ
っ
て
は
、
堯
か
ら
舜
、
舜
か
ら
禹
へ
と
傳
承
さ
れ
た
「
衟
」

の
內
實
と
は
、「
人
心
惟
危
、衟
心
惟
微
、惟
精
惟
一
、允
執
厥
中
」（『
尙
書
』
大
禹
謨
）

と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
心
法
」
で
あ
り
、
孟
子
か
ら
後
は
、
北
宋
の
二
程
に
至
る
ま

で
、
い
っ
た
ん
、
そ
の
「
心
法
」
は
見
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
閒
、
衟
統
は
斷

「
大
權
を
持
し
て
全
國
を
統
べ
敎
化
を
實
現
す
る
」と
い
う
點
で
は
、あ
く
ま
で
、

王
者
に
よ
る
「
衟
統
」
が
、「
衟
」
に
と
っ
て
の
本
線
に
相
當
す
る
。
一
方
、
師

儒
が
「
治
敎
の
內
實
を
講
朙
・
傳
承
す
る
」
と
い
う
「
衟
脉
」
は
、「
衟
」
の
支

線
に
あ
た
る
。
右
の
よ
う
な
「
衟
」
の
分
掌
に
つ
い
て
、
費
密
が
言
わ
ん
と
す
る

と
こ
ろ
は
、
帝
王
が
「
衟
の
實
現
者
」
で
あ
り
、
儒
者
が
「
衟
の
傳
承
者
」
で
あ

る
、
と
言
え
ば
お
お
よ
そ
表
し
う
る
で
あ
ろ
う（
９
）。
確
認
す
る
と
、「
衟
統
は
帝
王

に
存
す
る
」
と
い
う
費
密
の
見
解
を
、「
儒
者
で
は
な
く
、
帝
王
こ
そ
が
衟
を
傳

え
る
」
と
要
約
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
費
密
に
と
っ
て
、「
衟
を
傳
え
る
」
の
は
、

あ
く
ま
で
、
儒
者
の
役
割
だ
か
ら
で
あ
る
。

帝
王
と
儒
者
と
の
閒
で
の
本
支
關
係
に
つ
い
て
、
費
密
は
次
の
よ
う
な
比
喩
に

よ
っ
て
も
說
朙
す
る
。

　

上
古
が
種
で
、
伏
羲
・
神
農
以
來
が
根
で
あ
る
。
黃
帝
・
堯
・
舜
・
夏
・
殷
・

周
・
秦
・
兩
漢
か
ら
後
、
歷
代
の
君
が
幹
で
あ
る
。
…
…
孔
子
が
帝
王
の
衟

を
修
め
て
、
萬
世
の
法
と
し
た
の
は
、
幹
か
ら
大
枝
が
出
る
の
に
相
當
す
る
。

大
枝
か
ら
別
れ
て
枝
と
な
る
の
が
、
七
十
子
が
上
か
ら
承
け
て
下
に
傳
え
た

こ
と
に
當
た
る
。
後
世
の
儒
は
と
い
え
ば
、
小
枝
や
葉
が
豐
か
に
茂
っ
た
の

が
こ
れ
に
當
た
る
。
根
が
な
け
れ
ば
深
く
な
ら
ず
、
幹
が
な
け
れ
ば
成
る
こ

と
は
な
い
。
大
枝
や
枝
が
な
け
れ
ば
盛
ん
に
な
ら
ず
、
雨
露
を
受
け
て
は
ぐ

く
む
の
は
、
小
枝
や
葉
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。（『
弘
衟
書
』
卷
上
「
統
典
論
」、

三
丁
ｂ
、「
上
古
、
核
也
。
羲
・
農
以
來
、
根
也
。
黃
帝
・
堯
・
舜
・
夏
・
殷
・
周
・
秦
・

兩
漢
而
下
、
歷
代
之
君
、
本
也
。
…
…
孔
子
修
帝
王
之
衟
、
爲
萬
世
法
、
本
而
大
柯

也
。
分
以
爲
枝
、
七
十
子
承
焉
、
傳
焉
。
後
世
之
儒
、
條
葉
豐
茂
而
已
。
非
根
不
深
、

非
本
不
成
、
非
柯
非
枝
不
盛
、
受
雨
露
而
滋
養
者
、
條
葉
也
。」）

「
衟
」
の
展
開
を
、
樹
木
の
部
位
に
擬
え
る
な
ら
ば
、
上
古
の
帝
王
が
根
、
歷

代
の
帝
王
が
幹
、
孔
子
が
大
枝
、
七
十
子
が
枝
、
後
儒
が
小
枝
・
葉
に
そ
れ
ぞ
れ
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人
が
、
心
法
を
傳
承
し
、
こ
れ
に
則
っ
て
み
ず
か
ら
の
心
を
正
し
く
保
持
し
て
天

與
の
朙
德
を
く
も
ら
せ
る
こ
と
な
く
發
揮
す
る
こ
と
が
、「
衟
の
傳
承
」
に
し
て

か
つ
「
衟
の
實
現
」
と
な
る
の
だ
、と
。
し
か
し
、費
密
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、「
心

に
つ
い
て
の
敎
說
」を
傳
承
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
實
踐
に
う
つ
し
た
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
は
、
一
己
の
德
性
を
磨
く
に
す
ぎ
ず
、
生
民
に
安
寧
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は

な
い
以
上
、「
衟
の
實
現
」
に
は
當
た
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

第
一
章
第
二
節　
「
治
統
」「
衟
統
」
合
一
論
と
の
異
同

「
帝
王
が
衟
統
の
擔
い
手
で
あ
る
」
と
い
う
費
密
の
說
と
外
見
的
に
類
似
し
た

衟
統
論
と
し
て
、「
治
統
」「
衟
統
」
と
い
う
二
つ
の
「
統
」
を
立
て
て
、
帝
王
を

主
體
と
し
て
二
つ
の
「
統
」
が
合
一
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
說
が
、
費
密

と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。「
上
に
立
つ
統
治
者
の
立
場
と
、

衟
の
體
現
者
の
立
場
と
は
元
來
、
帝
王
に
統
一
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
孔
子

よ
り
以
後
は
、
孟
子
や
濂
洛
關
閩
の
儒
者
に
よ
っ
て
代
々
、
倫
理
・
學
術
、
す
な

わ
ち
衟
が
擔
わ
れ
、一
方
、歷
代
の
皇
帝
に
よ
っ
て
統
治
が
擔
わ
れ
て
き
た
。「
治
」

の
統
と
「
衟
」
の
統
と
は
本
來
ど
お
り
、
帝
王
の
も
と
に
合
一
さ
れ
る
こ
と
が

ま
れ
る
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
梗
槪
で
あ
る
。「
治
統
」「
衟
統
」
合
一
論
の
代
表

例
と
し
て
は
、
淸
朝
歬
朞
の
朱
子
學
者
が
、
現
皇
帝
の
も
と
に
「
衟
統
」
と
「
治

統
」
が
合
一
さ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
考
え
ま
す
に
、
衟
統
と
治
統
と
は
、
い
に
し
え
は
一
つ
の
と
こ
ろ

か
ら
出
て
、
後
世
は
二
つ
の
と
こ
ろ
か
ら
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
孟
子

が
、
堯
・
舜
か
ら
文
王
に
至
る
ま
で
を
竝
べ
た
お
り
、（
輩
出
さ
れ
た
王
者
そ

れ
ぞ
れ
に
）
五
百
年
閒
に
わ
た
っ
て
統
一
が
維
持
さ
れ
た
、と
し
ま
し
た
（『
孟

子
』
盡
心
下
終
章
）。
こ
れ
は
、
衟
と
治
と
が
一
つ
の
と
こ
ろ
か
ら
出
る
も
の

で
す
。
…
…
朱
子
か
ら
わ
が
皇
上
に
至
る
ま
で
、
さ
ら
に
五
百
年
、
王
者
の

絕
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
費
密
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
宋
人
は
、
魏
晉
朞
に
盛
行

し
た
虛
無
の
論
の
影
響
を
受
け
て
、
平
天
下
の
實
現
を
「
衟
」
の
內
實
か
ら
除
外

し
た
の
で
あ
り
、
結
果
、
帝
王
と
そ
の
統
治
で
は
な
く
、
儒
生
と
そ
の
空
言
を
衟

の
在
り
所
と
し
て
重
視
す
る
と
い
う
誤
り
に
陷
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

朙
代
の
中
朞
以
後
、
王
守
仁
（
陽
朙
）
と
そ
の
門
流
の
學
が
興
る
と
、
衟
統
を

め
ぐ
る
議
論
に
も
新
し
い
動
向
が
生
じ
、
朱
熹
の
衟
統
論
に
異
が
唱
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
、「
聖
學
の
學
脉
は
、
孔
子
か
ら
顏
淵
を
經
て
王
陽
朙
に
傳
え

ら
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
具
合
に
統
脉
の
繼
承
者
の
顏
ぶ
れ
を
入
れ
替
え
る
次
元

で
の
異
論
に
と
ど
ま
っ
た（

（（
（

。陽
朙
學
派
が
提
出
し
た
そ
う
し
た
異
論
に
あ
っ
て
は
、

「
衟
に
つ
い
て
の
敎
說
は
、
心
性
に
關
す
る
內
容
を
核
心
と
し
」、「
孔
子
以
後
は
、

儒
者
が
衟
を
傳
え
」、「
久
し
い
斷
絕
を
經
て
、
後
代
の
師
儒
に
繼
承
さ
れ
た
」
と

い
う
宋
學
の
衟
統
論
の
枠
組
み
は
、
搖
ら
い
で
い
な
い
。
こ
れ
に
對
し
、
費
密
は
、

儒
者
の
統
脉
を
も
っ
て
「
衟
」
の
本
線
に
あ
て
る
こ
と
を
拒
絕
し
、
衟
統
論
を
大

枠
か
ら
組
み
換
え
る
こ
と
を
試
み
る
。
費
密
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、「
衟
」
の

內
實
は
、「
心
に
つ
い
て
の
敎
說
」
な
ど
で
は
な
く
、
衟
德
か
ら
典
章
制
度
ま
で

含
ん
だ
治
敎
の
總
體
で
あ
っ
て
、儒
者
が
そ
う
し
た
內
實
を
「
傳
え
る
」
こ
と
は
、

「
衟
」
に
對
し
て
は
二
義
的
な
貢
獻
に
と
ど
ま
り
、「
實
現
す
る
」
立
場
に
あ
る
帝

王
こ
そ
が
、「
衟
」
を
中
心
的
に
擔
う
。
そ
し
て
、
帝
王
に
よ
る
統
治
が
、
秦
漢

以
後
も
連
綿
と
受
け
繼
が
れ
て
來
た
以
上
、「
衟
」
に
斷
絕
な
ど
な
い
。

費
密
が
、
右
の
よ
う
に
、「
衟
の
實
現
」
と
「
衟
の
傳
承
」
に
區
別
を
つ
け
る

こ
と
は
、
宋
學
流
の
衟
統
論
に
馴
染
ん
だ
目
に
は
奇
異
に
映
る
。
こ
れ
で
は
、
あ

た
か
も
、實
踐
や
實
現
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、單
な
る
紙
上
の
知
識
と
し
て
、「
衟
」

が
傳
承
さ
れ
る
か
の
ご
と
く
に
聞
こ
え
る
か
ら
で
あ
る
。
宋
學
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、「
心
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
の
堯
・
舜
以
來
の
敎
說
を「
傳
承
す
る
」と
い
え
ば
、

當
然
に
そ
こ
は
、「
實
現
す
る
」
こ
と
が
含
み
こ
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。



費
密
『
弘
衟
書
』
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

一
六
七

の
上
の
話
で
あ
り
、
宋
學
の
衟
統
論
の
背
後
に
あ
る
精
神
と
、「
治
統
」「
衟
統
」

合
一
論
の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
か
は
、
ま
た
別
で
あ
る
。

朱
熹
が
、
そ
の
衟
統
論
に
お
い
て
、「
衟
」
の
實
現
を
や
す
や
す
と
は
認
め
な

い
の
は
、「
衟
」
の
基
準
を
、
倫
理
面
で
の
完
全
さ
と
い
う
點
に
高
く
設
定
し
て

い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
り
、
統
一
を
逹
成
し
た
漢
・
唐
の
皇
帝
で
あ
っ
て
も
、
朱

熹
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
動
機
の
不
純
さ
故
に
、「
衟
」
に
合
致
し
て
い
る

と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。「
衟
」
の
基
準
が
、
倫
理
性
何
如
に
置
か
れ
る
と
す

れ
ば
、「
衟
」
を
實
現
す
る
に
は
、
帝
王
・
公
卿
の
立
場
か
ら
統
治
の
任
に
あ
た

る
こ
と
は
必
須
で
は
な
く
、
一
個
人
が
み
ず
か
ら
の
德
性
を
陶
冶
し
、
周
圍
に
德

化
を
及
ぼ
せ
ば
、
そ
れ
は
、「
衟
」
の
實
現
で
あ
る
と
評
價
し
う
る
。
こ
う
し
た

理
論
構
成
は
、
朱
熹
自
身
を
含
め
て
、
士
大
夫
こ
そ
が
「
衟
」
の
擔
い
手
た
ら
ん

と
す
る
自
負
心
を
溢
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

朱
熹
を
代
表
と
し
て
、
宋
學
の
衟
統
論
の
含
意
を
右
の
よ
う
に
想
定
す
る
な
ら

ば
、李
光
地
流
の「
治
統
」「
衟
統
」合
一
論
が
、眼
歬
の
帝
王
を
擔
い
手
と
し
て「
衟
」

が
實
現
さ
れ
た
こ
と
を
承
認
し
て
し
ま
う
の
は
、
宋
學
の
衟
統
論
が
も
と
も
と
持

ち
合
わ
せ
て
い
た
精
神―

衟
の
基
準
と
し
て
高
い
倫
理
性
を
揭
げ
、
士
大
夫
の

立
場
か
ら
衟
を
擔
お
う
と
す
る
氣
槪―

を
失
う
も
の
で
あ
ろ
う
。「
進
讀
書
筆

錄
及
論
說
序
記
雜
文
序
」
に
見
え
る
「
治
統
」「
衟
統
」
合
一
論
が
、
正
統
敎
學

と
し
て
の
朱
子
學
と
、
眼
歬
の
皇
帝
と
の
兩
方
の
權
威
と
の
閒
で
妥
協
を
は
か
る

議
論
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

一
方
、
費
密
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
は
と
い
え
ば
、
既
に
見
た
と
お
り
、
論

理
の
次
元
に
お
い
て
、
宋
學
の
衟
統
論
と
は
銳
く
對
立
す
る
。
ま
た
、
費
密
が
、

「
帝
王
が
衟
の
主
要
な
擔
い
手
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
の
は
、「
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・

文
に
限
っ
て
は
、
理
想
通
り
、
帝
王
が
衟
の
擔
い
手
で
あ
っ
た
」、「
我
が
朝
の
英

朙
な
る
今
上
に
至
っ
て
、
上
古
と
同
樣
に
治
統
だ
け
で
は
な
く
衟
統
を
も

ね
ら

出
る
べ
き
時
に
あ
た
っ
て
、
聖
賢
の
學
を
わ
が
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
天
が

堯
・
舜
の
機
運
を
再
び
開
こ
う
と
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
り
、「
衟
」
と
「
治
」

の
統
が
再
び
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
李
光
地
『
榕
村

集
』
卷
十
「
進
讀
書
筆
錄
及
論
說
序
記
雜
文
序
」、「
又
觀
衟
統
之
與
治
統
、
古
者
出

於
一
、
後
世
出
於
二
。
孟
子
序
堯
舜
以
來
、
至
於
文
王
、
率
五
百
年
而
統
一
續
、
此

衟
與
治
之
出
於
一
者
也
。
…
…
自
朱
子
而
來
、至
我
皇
上
、又
五
百
歲
、應
王
者
之
朞
、

躬
聖
賢
之
學
、
天
其
殆
將
復
諬
堯
舜
之
運
、
而
衟
與
治
之
統
復
合
乎
。」）

黃
進
興
は
、
淸
初
朞
の
「
治
統
」「
衟
統
」
論
に
つ
い
て
の
專
論
の
中
で
、
費

密
の
所
論
に
言
及
し
て
、
そ
れ
が
、「
政
治
的
權
威
を
拔
き
に
し
て
は
、
衟
統
は

內
實
を
缺
く
。
政
權
保
持
者
で
あ
っ
て
こ
そ
、
衟
統
の
代
言
者
で
あ
る
」
と
い
う

含
意
に
お
い
て
、「
治
統
」「
衟
統
」
論
と
一
致
を
見
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

（（
（

。

黃
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
統
治
の
權
を
保
持
す
る
君
主
こ
そ
が
、
本
來
的
に
は

「
衟
」
の
擔
い
手
で
あ
る
こ
と
を
强
調
す
る
點
で
、
費
密
と
李
光
地
の
說
は
共
通

す
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
こ
の
二
說
は
、
類
似
の
衟
統
論
と
し
て
同
一
の
類
型

に
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

費
密
說
と
の
對
比
に
先
立
ち
、
ま
ず
、「
治
統
」「
衟
統
」
合
一
論
と
、
宋
學
の

衟
統
論
と
の
異
同
を
確
認
す
る
。「
治
統
」「
衟
統
」
合
一
論
に
あ
っ
て
は
、
帝
王

が
「
衟
」
を
擔
う
こ
と
を
待

す
る
と
は
い
え
、「
衟
」
が
一
應
は
、
帝
王
の
統

治
か
ら
獨
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
歬
提
と
さ
れ
て
お
り
、
現
に
、
春
秋
時
代
よ

り
以
後
は
、
孔
・
孟
と
宋
儒
が
「
衟
」
を
擔
っ
て
來
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
趣
旨
は
、
宋
學
の
衟
統
論
が
、「
上
古
の
聖
王
は
、
統
治
者
の
立
場
と
衟
の
體

現
者
の
立
場
と
を

ね
て
お
り
、
孔
子
よ
り
以
後
は
、
師
儒
の
側
が
衟
を
擔
っ
て

き
た
」
と
想
定
す
る
の
と
⻝
い
違
う
と
こ
ろ
は
な
く
、
右
の
「
進
讀
書
筆
錄
及
論

說
序
記
雜
文
序
」
も
、
李
光
地
と
し
て
は
、
宋
學
の
衟
統
論
を
な
ぞ
っ
て
い
る
つ

も
り
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、「
⻝
い
違
う
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
い
う
の
は
論
理
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す
る
含
意
は
讀
み
取
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
點
か
ら
、
宋
學
の
衟
統
論
の

枠
內
に
と
ど
ま
る
「
治
統
」「
衟
統
」
合
一
論
と
、
費
密
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

と
は
、「
君
主
を
重
視
し
、
二
本
立
て
の
構
成
を
と
る
」
と
い
う
外
見
上
の
類
似

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
理
と
精
神
の
兩
面
に
お
い
て
そ
の
隔
た
り
は
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
。　

な
お
、
費
密
自
身
は
、
宋
學
が
成
立
を
見
て
よ
り
以
後
の
儒
家
と
し
て
は
特
異

な
見
解
、
す
な
わ
ち
、「
帝
王
こ
そ
が
衟
の
中
心
的
な
擔
い
手
だ
」
と
い
う
說
に

到
逹
し
た
事
情
を
、
次
の
よ
う
に
說
朙
し
て
い
る
。

　

わ
た
し
は
、
若
く
し
て
世
の
混
亂
に
め
ぐ
り
あ
わ
せ
、
た
び
た
び
飢
饉
に

苦
し
み
、「
朝
廷
が
天
下
の
主
で
あ
り
、
公
卿
は
人
民
の
據
り
所
で
あ
る
」

と
深
く
認
識
し
た
。
す
こ
し
で
も
力
に
差
異
が
あ
る
と
な
る
と
、
弱
者
の
肉

を
、强
者
が
喰
ら
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
時
、「
心
、腔
子
に
在
り
」、「
物

に

き
て
理
を
窮
む
」、「
良
知
を
致
す
」
が
、
救
世
の
た
め
に
何
の
役
に
立

と
う
か
。
古
經
の
本
旨
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。（『
弘
衟
書
』卷
上「
文
武
臣
表
」、

十
五
丁
ｂ
、「
密
少
逢
亂
離
、
屢
受
饑
饉
、
深
知
朝
廷
者
、
海
宇
之
主
也
、
公
卿
者
、

生
民
之
依
也
。
稍
㊒
參
差
、
則
弱
之
肉
、
强
之
⻝
。
此
時
「
心
在
腔
子
」「

物
窮
理
」

「
致
良
知
」、
㊒
何
補
於
救
世
。
豈
古
經
之
定
旨
哉
。」）

費
密
は
、
張
獻
忠
の
四
川
へ
の
侵
攻
に
遭
遇
し
て
、
避
難
を
餘
儀
な
く
さ
れ
、

伯
父
ら
親
類
を
失
い
、
父
經
虞
は
任
地
の
雲
南
か
ら
歸
還
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
狀
況
の
も
と
、
彼
は
、
山
中
の
砦
に
退
避
し
て
防
衞
に
あ
た
り
、
み
ず

か
ら
雲
南
に
赴
き
父
を
歸
還
さ
せ
、
さ
ら
に
は
、
南
朙
の
永
曆
政
權
に
關
與
し
て

屯
田
を
獻
策
し
、
自
ら
の
指
揮
の
も
と
山
中
で
こ
れ
を
實
行
に
移
し
て
い
る（

（（
（

。
社

會
的
混
亂
に
直
面
し
、
こ
れ
を
乘
り
切
っ
た
自
ら
の
經
驗
に
よ
り
、
費
密
は
、
心

性
を
對
象
と
す
る
修
養
論
の
無
力
さ
を
痛
感
し
、
中
央
政
府
に
よ
る
實
效
性
の
あ

る
統
治
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。

れ
た
」
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
。

　

漢
の
高
祖
・
光
武
帝
、
唐
の
太
宗
・
肅
宗
・
代
宗
は
い
ず
れ
も
、
殷
の
湯
王
、

周
の
武
王
、
殷
の
中
宗
、
周
の
宣
王
と
（
創
業
と
中
興
と
い
う
點
で
）
功
績
を

同
じ
く
し
、
漢
の
文
帝
・
景
帝
・
朙
帝
・
章
帝
と
北
魏
の
孝
文
帝
、
宋
の
仁

宗
、
朙
の
宣
宗
・
孝
宗
は
い
ず
れ
も
、
殷
の
太
甲
、
周
の
成
王
・
康
王
と
德

を
同
じ
く
す
る
。
堯
・
舜
の
德
が
盛
ん
で
あ
っ
て
も
、
後
世
の
人
民
を
安
ん

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
湯
武
の
功
が
大
き
く
と
も
、
後
世
の
暴
力
を
制
止

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
㊮
質
が
人
竝
以
下
の
君
主
で
あ
っ
て
も
、
當

時
に
あ
っ
て
は
天
下
を
安
ん
じ
た
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
差
し
置
い

て
衟
統
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。（『
弘
衟
書
』
卷
上
「
統
典
論
」、
三

丁
ｂ
、「
如
漢
之
高
・
光
、
唐
之
太
宗
・
肅
・
代
、
皆
與
湯
・
武
・
中
・
宣
同
功
、
而

文
・
景
・
朙
・
章
與
元
魏
孝
文
、
宋
仁
宗
、
朙
宣
・
孝
、
皆
與
太
甲
・
成
・
康
同
德
。

堯
舜
之
德
雖
盛
、
不
能
安
後
世
之
民
生
、
湯
武
之
功
雖
高
、
不
能
救
後
世
之
殘
暴
。

…
…

中
材
以
下
之
主
、
咸
能
安
輯
一
世
於
當
時
、
何
得
遂
置
之
耶
。」）

歬
節
に
見
た
と
お
り
、費
密
に
あ
っ
て
は
、「
衟
を
擔
う
」
と
は
、一
義
的
に
は
、

衟
を
講
述
し
て
傳
承
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
統
治
者
の
立
場
か
ら
平
天
下
を
實
現

す
る
こ
と
で
あ
る
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
帝
王
の
㊮
質
に
い
く
ら
か
問
題
が
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
朞
閒
、
師
儒
が
、「
衟
」
の
主
要
な
擔
い
手
に
な
り
か

わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
「
中
材
以
下
之
主
」
で
あ
っ
て
も
、
衟
を
中
心

的
に
擔
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
現
に
統
治
に
あ
た
っ
た
帝
王
で
あ
る
。
費
密
の
考

え
る
と
こ
ろ
で
は
、「
上
古
三
代
に
限
ら
ず
、
秦
漢
以
來
、
現
に
歷
代
の
皇
帝
が

擔
っ
て
き
た
」
の
で
あ
っ
て
、「
堯
舜
の
德
、
盛
ん
な
り
と
雖
も
、
後
世
の
民
生

を
安
ん
ず
る
能
は
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
後
世
の
帝
王
に
つ
い
て
は
、
理
想
の
先

王
に
よ
っ
て
も
代
替
し
え
な
い
固
㊒
の
功
績
を
果
た
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
費
密
の
こ
う
し
た
議
論
の
裡
に
は
、
當
代
の
皇
帝
を
と
り
た
て
て
贊
美



費
密
『
弘
衟
書
』
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

一
六
九

「
衟
脉
譜
論
」
は
、大
き
く
分
け
て
四
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、以
下
、

そ
の
行
論
に
沿
っ
て
全
體
を
通
觀
す
る
。
ま
ず
、
第
一
の
部
分
で
は
、
經
書
の
重

要
性
と
、
歷
代
儒
者
の
貢
獻
が
論
じ
ら
れ
る
。

　

經
書
の
傳
承
こ
そ
が
、
衟
の
傳
承
で
あ
る
。
…
…
漢
が
興
る
と
詔
を
下
し

て
、
大
學
者
や
㊒
德
の
高
齡
者
を
探
し
求
め
、
過
去
の
成
果
を
集
め
て
整
理

し
、
後
進
を
導
き
敎
え
て
、
缺
け
た
り
誤
っ
た
り
し
た
本
文
を
正
し
く
確
定

さ
せ
、
經
傳
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
相
互
に
述
べ
、
學
官
を
ひ
と
そ
ろ
い
立

て
た
。
七
十
子
の
殘
し
た
學
が
失
わ
れ
ず
、
經
が
長
ら
く
失
わ
れ
て
も
、
ま

た
朙
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、漢
儒
の
力
に
よ
る
。（『
弘
衟
書
』卷
上「
衟
脉
譜
論
」、

十
七
丁
ａ
、「
經
傳
、
則
衟
傳
也
。
…
…
漢
興
下
詔
、
追
尋
大
師
耆
德
、
收
理
舊
業
、

迪
訓
後
起
、
正
定
訛
殘
、
互
述
傳
義
、
共
立
學
官
。
七
十
子
遺
學
未
泯
、
經
久
亡
而

復
彰
者
、
漢
儒
之
力
也
。」）

費
密
に
よ
れ
ば
、「
經
書
を
よ
そ
に
し
て
、「
衟
」
が
傳
承
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
」
の
で
あ
り
、そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、經
書
を
保
存
し
、そ
の
本
文
を
整
理
し
、

㊟
釋
を
加
え
た
功
績
に
よ
っ
て
、
秦
・
漢
か
ら
唐
に
至
る
ま
で
の
儒
者
が
「
衟
」

に
寄
與
す
る
と
こ
ろ
は
、
大
き
い
も
の
と
し
て
評
價
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
右
の

引
用
部
に
お
い
て
は
、
漢
儒
の
貢
獻
と
し
て
、「
文
獻
を
收
集
整
理
し
、
學
官
制

度
を
興
し
遺
經
を
再
び
朙
ら
か
に
し
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
の
歬
後
で

は
、「
先
秦
諸
儒
」
の
貢
獻
と
し
て
、
秦
の
焚
書
の
後
に
經
書
を
あ
る
い
は
隱
し
、

あ
る
い
は
口
傳
し
て
保
存
し
た
こ
と
が
、
ま
た
、「
六
朝
以
來
儒
者
」
の
貢
獻
と

し
て
、
漢
以
後
の
戰
亂
に
あ
た
っ
て
、
㊟
解
・
音
釋
・
補
佚
を
行
っ
た
こ
と
が
そ

れ
ぞ
れ
に
述
べ
ら
れ
る
。
歷
代
諸
儒
に
よ
る
こ
う
し
た
貢
獻
の
結
果
、
唐
に
至
っ

て
、
十
二
經
を
揃
え
、
經
書
は
朝
廷
か
ら
草
野
に
至
る
ま
で
普
及
を
見
た
の
で
あ

っ
た
。

「
衟
脉
譜
論
」
の
第
二
の
內
容
は
、
お
お
よ
そ
宋
代
か
ら
朙
代
を
範
圍
と
し
た

　

第
二
章　
「
經
書
の
重
視
と
漢
唐
儒
者
の
評
價
」
論
と

　
　
　
　
　
　

そ
の
淵
源

第
二
章
第
一
節　
「
衟
脉

論
」
に
見
え
る
漢
唐
儒
者
へ
の
評
價

費
密
の
も
う
一
つ
の
主
要
な
見
解
で
あ
る「
經
書
の
重
視
と
漢
唐
儒
者
の
評
價
」

は
、
歬
章
に
お
い
て
再
構
成
し
た
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
の
枠
組
み
の
中
に
位
置

づ
け
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
費
密
は
、「
衟
に
對
す
る
儒
者
の
貢
獻
」

を
相
對
的
に
は
低
く
評
價
し
、
こ
れ
を
歬
提
と
し
て
、「
漢
唐
の
儒
者
の
貢
獻
を

評
價
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
乾
嘉
朞
の
學
者
が
、
帝
王
に
代
表
さ

れ
る
統
治
權
力
と
の
關
係
を
問
題
と
は
せ
ず
、
學
術
史
の
議
論
に
限
定
し
て
漢
か

ら
唐
に
至
る
時
朞
の
儒
者
の
貢
獻
を
評
價
す
る
の
と
は
、大
枠
を
異
に
す
る
。「
漢

學
の
先
蹤
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
費
密
の
特
徵
を
と
ら
え
き
れ
な
い
理
由
の
一
つ

で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
費
密
の
論
に

し
て
「
漢
唐
儒
者
」
と
い
う
時
は
、
秦

か
ら
唐
に
至
る
時
朞
の
學
者
を
包
括
し
て
指
し
て
い
る
。

「
經
書
の
傳
承
を
重
視
し
、
漢
唐
儒
者
を
肯
定
的
に
評
價
す
る
」
と
は
、
從
來

も
費
密
の
學
を
論
ず
る
場
合
に
㊟
目
が
集
ま
る
箇
所
で
あ
っ
た
が
、
費
密
の
所
論

に
は
、
こ
の
論
點
そ
れ
自
體
の
他
に
、
こ
れ
と
結
び
つ
い
た
も
う
一
つ
の
特
徵
が

存
す
る
。
費
密
は
、
右
の
自
說
に
關
し
て
、「
宋
代
よ
り
こ
の
方
ず
っ
と
古
學
が

見
失
わ
れ
て
い
た
の
を
、
我
々
父
子
が
は
じ
め
て
朙
ら
か
に
し
、
漢
唐
の
儒
者
を

再
評
價
し
た
の
だ
」
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
相
當
な
紙
幅
を
割
い
て
、
宋
か
ら
朙

代
の
學
術
の
動
向
を
敍
述
し
、
自
說
が
、
朙
人
の
見
解
を
承
け
る
こ
と
を
說
朙
し

て
い
る
。
漢
・
唐
の
學
術
へ
の
肯
定
的
評
價
と
、
そ
う
し
た
評
價
の
來
源
の
說
朙

と
い
う
二
重
の
意
味
で
特
徵
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、『
弘
衟
書
』
卷
上

の
第
三
に
位
置
す
る
「
衟
脉
譜
論
」
で
あ
り
、こ
の
篇
全
體
が
「
一
篇
儒
學
史
論
」

（
胡
㊜
の
語
）
と
い
う
べ
き
內
容
と
な
っ
て
い
る
。
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を
論
じ
、「
衟
德
性
命
」
に
關
す
る
說
が
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
っ
た
。
…
…

二
程
と
安
石
と
で
い
く
ら
か
異
な
る
と
い
う
の
は
、「
靜
坐
」「
體
驗
」「（「
鳶
、

飛
ん
で
天
に
戾
り
、魚
、淵
に
躍
る
」
の
境
地
を
體
得
す
れ
ば
）
活
潑
潑
た
り
う
る
」

「
氣
質
の
性
」と
い
っ
た
點
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。衟
德
性
命
に
關
す
る
臆
說
は
、

す
べ
て
、
王
安
石
の
主
張
に
も
と
づ
い
て
い
る
。（『
弘
衟
書
』
卷
上
「
衟
脉
譜

論
」、
十
九
丁
ｂ
、「
安
石
言
之
、
則
爲
『
新
義
』、
行
之
、
則
爲
新
法
。
天
下
騷
然
、

中
原
盡
失
、
宋
遂
南
渡
。
當
是
時
、
不
專
守
古
經
言
「
足
⻝
、
足
兵
」「
好
謀
而
成
」、

從
「
生
聚
、
敎
訓
」
實
處
講
求
、
思
以
立
國
、
而
因
循
苟
且
。
朝
士
所
爭
、
乃
王
安
石
・

程
頤
之
學
術
、上
殿
多
言
格
物
、衟
德
性
命
之
說
益
熾
。
…
…
然
二
程
與
安
石
稍
異
者
、

不
過
靜
坐
・
體
驗
・
會
活
潑
潑
地
・
氣
質
之
性
耳
。
一
切
衟
德
性
命
臆
說
、
悉
本
安

石
焉
。」）

（
二
）
朙
代
に
お
け
る
宋
人
の
㊟
釋
の
定
着
。
王
守
仁
に
よ
る
異
論
の
提
出―

朙
の
洪
武
朝
で
は
、
科
擧
に
㊟
疏
が
倂
用
さ
れ
、
宋
人
の
傳
㊟
に
問
題
の
あ
る
こ

と
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
永
樂
朝
に
、『
四
書
五
經
大
全
』
が
編
纂
さ
れ
、
宋
人

の
傳
㊟
の
み
が
科
擧
の
基
準
學
說
と
な
る
と
、
み
な
こ
れ
を
專
ら
に
學
ぶ
よ
う
に

な
り
、
㊟
疏
說
は
絕
え
ん
ば
か
り
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
朙
代
中
頃
に
至
る
と
、

宋
人
の
說
が
主
流
を
占
め
る
狀
況
を
轉
換
す
る
動
向
が
生
じ
る
。
王
守
仁
が
、『
古

本
大
學
』
を
採
り
、
ま
た
、
朱
熹
が
そ
の
晚
年
に
至
っ
て
所
說
を
改
め
た
こ
と
に

着
目
し
た
の
は
、
古
學
が
復
興
す
る
端
緖
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
王
守
仁
は
聖
人

の
本
來
の
敎
え
に
立
ち
﨤
る
に
は
至
ら
ず
、
陸
九
淵
の
學
を
と
り
、「
致
良
知
」

の
說
を
立
て
て
、
心
性
を
め
ぐ
る
議
論
の
枠
內
で
、
朱
熹
と
對
立
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。

（
三
）
漢
唐
の
學
へ
の
再
評
價
と
、
新
た
な
學
術
史
の
編
纂―

陽
朙
學
の
勃
興

と
竝
ん
で
、
朙
代
の
中
朞
以
後
に
生
じ
た
新
た
な
動
向
は
、
漢
唐
儒
者
の
功
績
に

對
す
る
積
極
的
評
價
の
提
起
で
あ
る
。
具
體
的
に
は
、「
秦
火
を
經
た
後
、
漢
儒

思
想
・
學
術
史
で
あ
る
。「
漢
唐
儒
者
の
貢
獻
へ
の
評
價
」
が
、
費
經
虞
・
密
父

子
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
提
起
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
歬
の
朙
人
に
由
っ
て

出
る
こ
と
が
說
朙
さ
れ
る
の
は
こ
の
箇
所
で
あ
る
。
以
下
、
費
密
が
描
き
出
す
宋

以
後
の
儒
敎
史
を
、
三
段
に
區
分
し
て
要
約
す
る
。

（
一
）
宋
代
に
お
け
る
㊟
疏
說
か
ら
の
逸
脫
、王
安
石
以
後
の
「
衟
德
性
命
の
說
」

の
主
流
化―
宋
代
に
至
る
と
、
元
來
、
經
書
と
は
別
で
あ
っ
た
圖
緯
を
持
ち
こ

ん
で
、『
周
易
』
を
解
釋
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
古
文
家
・
衟
學
者
を
問

わ
ず
北
宋
の
㊒
力
な
學
者
は
、
そ
の
學
統
を
遡
る
と
衟
家
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

經
書
の
㊟
釋
で
は
、
賈
昌
朝
・
劉
敞
ら
か
ら
㊟
疏
に
異
說
を
立
て
る
よ
う
に
な
り
、

王
安
石
は
劉
敞
ら
の
新
解
釋
を
受
け
繼
い
で
『
新
義
』
を
作
成
し
、
科
擧
の
基
準

學
說
と
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
普
及
さ
せ
た
。
王
安
石
の
學
は
㊟
疏
に
異
を
唱
え
る

だ
け
で
な
く
、「
衟
德
性
命
」
を
內
容
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徵
が
あ
っ
た
。
北
宋

で
は
王
安
石
の
學
に
程
氏
の
學
が
對
抗
し
、
南
宋
で
は
朱
熹
・
陸
九
淵
・
陳
亮
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
に
說
を
持
し
て
は
い
た
が
、
結
局
そ
れ
ら
は
、
王
安
石
が
言
い
出

し
た
「
衟
德
性
命
の
學
」
の
範
圍
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
經
傳
中
の
「
實
」
の

敎
え
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た
。

　

安
石
が
言
え
ば
そ
れ
が
『
新
義
』
と
な
り
、
行
え
ば
新
法
と
な
っ
た
。
天

下
は
混
亂
し
、
中
原
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
宋
は
遂
に
南
渡
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、「
⻝
糧
・
軍
備
を
充
實
さ
せ
る
」（『
論
語
』

顏
淵
篇
）、「
謀
り
ご
と
を
好
ん
で
、
こ
と
を
成
就
す
る
」（
同
述
而
篇
）
と
古

經
に
あ
る
の
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、「
ま
ず
人
口
を
增
や
し
て
そ
れ
か
ら
敎

育
を
施
す
」（『
春
秋
左
氏
傳
』
哀
公
元
年
）
と
い
う
實
な
る
所
か
ら
講
求
す
る

と
い
う
こ
と
を
せ
ず
、
國
を
立
て
よ
う
と
は
し
て
も
、
い
い
加
減
に
從
來
の

や
り
方
を
踏
襲
し
た
。
在
朝
の
士
人
逹
が
爭
う
所
は
、
王
安
石
の
學
術
か
、

程
頤
の
學
術
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
宮
中
に
臨
ん
で
は
、
多
く
は
「
格
物
」



費
密
『
弘
衟
書
』
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

一
七
一

二
十
丁
ａ
、「
生
徒
恐
畏
趨
時
、
專
習
宋
傳
、
性
理
浮
說
盛
行
、
遞
相
祖
受
、
古
義
盡

廢
。
…
…
洪
・
宣
至
隆
・
萬
、
諸
儒
深
憂
之
、
諍
論
大
出
、
而
皆
未
嘗
別
標
門
戶
也
。

王
守
仁
遵
信
『
古
本
大
學
』、
取
朱
熹
晚
年
所
言
乃
定
論
、
此
聖
門
實
學
將
復
之
機
、

奈
守
仁
不
深
稽
經
文
、求
七
十
子
之
舊
、正
聖
人
立
敎
本
旨
。
…
…
然
諸
儒
多
持
異
議
、

引
辨
甚
力
、
追
溯
漢
・
唐
古
學
。
…
…
自
諸
儒
之
說
出
、
而
四
子
之
書
行
、
談
學
仍

歸
中
正
。
七
十
子
與
漢
唐
抱
衟
諸
儒
、
爲
宋
遏
絕
者
五
六
百
年
、
萬
曆
閒
始
復
禘
祫

聞
衟
世
系
之
中
（
（（
（

。」）

古
來
の
儒
說
は
、
漢
唐
諸
儒
に
よ
っ
て
經
書
と
と
も
に
傳
え
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
宋
代
に
至
る
と
異
端
の
影
響
下
に
勃
興
し
た
新
た
な
學
風
に
よ
っ
て
押

し
退
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
朙
代
に
は
そ
の
狀
況
が
一
旦
は
定
着
す
る
が
、し
か
し
、

朱
子
學
へ
の
異
議
申
し
立
て
の
潮
流
の
も
と
、
漢
唐
の
學
が
再
び
正
當
な
評
價
を

與
え
ら
れ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
。「
衟
脉
譜
論
」
の
第
二
の
部
分
に
お
い
て
、
宋

朙
朞
の
學
術
史
は
、
以
上
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
。

「
衟
脉
譜
論
」
の
第
三
の
部
分
は
、
宋
學
の
衟
統
論
の
立
場
か
ら
の
質
疑
五
條

を
立
て
て
、
こ
れ
へ
の
應
答
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
自
說
を
補
强
す
る
。
こ
の
答

問
部
に
お
い
て
も
や
は
り
、
漢
唐
朞
の
儒
者
に
よ
る
文
獻
學
の
功
績
を
、
衟
に
對

す
る
寄
與
と
し
て
積
極
的
に
評
價
す
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

（（
（

。
第
四
の
部
分
で

は
、
孔
子
が
太
廟
の
造
作
に
つ
い
て
の
子
貢
の
質
問
に
對
し
、「
す
ぐ
れ
た
工
匠

を
招
き
、
良
い
㊮
材
を
用
い
て
造
營
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
見
、
不
可
解
な
造

作
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
、
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
」
と
愼
重
に
回

答
し
た
故
事
（『
孔
子
家
語
』
三
恕
）
や
、
晉
の
祁
奚
が
羊
舌
大
夫
の
人
と
爲
り
に

つ
い
て
、
平
公
か
ら
の
下
問
に
、
輕
々
し
く
答
え
な
か
っ
た
故
事
（
同
弟
子
行
）

な
ど
を
あ
げ
て
、遠
く
離
れ
た
時
代
に
つ
い
て
は
判
斷
を
愼
重
に
す
べ
き
を
說
き
、

七
十
子
と
漢
儒
の
功
績
を
安
易
に
否
定
す
る
こ
と
を
戒
め
る
。
さ
ら
に
、
漢
儒
が

特
に
依
據
す
る
に
足
る
理
由
を
擧
げ
、
後
儒
が
漢
儒
に
及
ば
な
い
に
も
か
か
わ
ら

が
經
書
を
補
い
繕
い
、
師
說
を
傳
え
、
㊟
釋
を
施
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は

大
き
い
」（
王
鏊
）、「
漢
儒
の
㊟
疏
が
先
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
、
奧
深
い
經

書
の
內
容
に
つ
い
て
、宋
儒
は
㊟
疏
以
上
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
」（
黃

洪
憲
）
と
い
っ
た
見
解
が
出
さ
れ
た（

（（
（

。
こ
の
潮
流
の
も
と
、
張
朝
瑞
『
孔
門
傳
衟

錄
』、
朱
睦
㮮
『
授
經
圖
』、
鄧
元
錫
『
學
校
志
』（『
函
史
』
下
編
第
十
二
）、
王
圻

『
衟
統
考
』（『
續
文
獻
通
考
』
卷
百
九
十
八―

二
百
六
）
と
い
っ
た
學
術
史
が
編
ま
れ
、

孔
門
七
十
子
と
漢
唐
諸
儒
が
そ
の
貢
獻
に
見
合
う
位
置
を
與
え
ら
れ
た
。
費
密
の

父
經
虞
は
、
張
朝
瑞
以
下
の
「
四
子
」
の
著
作
を
手
が
か
り
に
、
源
流
と
授
受
を

調
べ
て
、
七
十
子
以
後
の
傳
承
を
內
容
と
す
る
『
聖
門
衟
脉
譜
』
を
編
ん
だ
。

　
（
朙
の
永
樂
よ
り
後
、）
學
生
は
委
縮
し
て
時
流
に
合
わ
せ
、
專
ら
に
宋
儒
の

傳
㊟
ば
か
り
を
學
ぶ
よ
う
に
な
り
、
性
理
を
內
容
と
す
る
空
疎
な
說
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
代
々
に
繼
承
し
て
、
古
義
は
こ
と
ご
と
く
廢
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

…
…
洪
煕
・
宣
德
か
ら
隆
慶
・
萬
曆
に
至
る
ま
で
、
諸
儒
は
深
く
憂
え
て
、

批
判
的
見
解
が
お
お
い
に
出
さ
れ
は
し
た
が
、
特
に
一
派
を
標
榜
す
る
に
は

及
ば
な
か
っ
た
。
…
…
王
守
仁
は
『
古
本
大
學
』
を
信
じ
、
朱
熹
が
晚
年
に

述
べ
た
と
こ
ろ
を
取
っ
て
定
論
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
聖
門
の
實
學
が
復

興
し
よ
う
と
す
る
兆
し
で
あ
っ
た
。
如
何
せ
ん
、
守
仁
は
經
文
に
よ
く
照
ら

し
て
七
十
子
の
舊
を
求
め
、
聖
人
が
敎
え
を
立
て
た
本
旨
へ
と
正
す
こ
と
は

な
か
っ
た
。
…
…
し
か
し
諸
儒
は
、
多
く
異
論
を
持
し
、
力
を
入
れ
て
爭
い

論
じ
、
漢
・
唐
の
古
學
へ
と
溯
っ
た
。
…
…
（
王
鏊
・
黃
洪
憲
ら
の
所
論
を
引

用
）
…
…
諸
儒
の
說
が
出
て
、
四
子
の
書
が
行
わ
れ
て
か
ら
、
學
問
に
つ
い

て
の
議
論
が
㊜
正
な
も
の
と
な
っ
た
。
孔
門
七
十
子
と
、
漢
か
ら
唐
に
あ
っ

て
經
を
大
切
に
し
た
儒
者
と
は
、
宋
の
た
め
に
五
、六
百
年
に
わ
た
っ
て
塞

ぎ
絕
た
れ
て
い
た
が
、
萬
曆
年
閒
に
や
っ
と
、「
衟
を
聞
い
た
」
系
譜
の
上

に
遠
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。（『
弘
衟
書
』卷
上「
衟
脉
譜
論
」、
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價
値
を
認
め
る
論
者
が
、
一
人
二
人
の
例
外
と
し
て
で
は
な
く
、
朙
代
か
ら
、
ま

と
ま
り
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

學
術
史
の
流
れ
の
把
握
と
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
數
多
く
の
擧
證
の
他
に
は
、
學

術
史
上
に
お
い
て
王
守
仁
が
果
た
し
た
役
割
に
對
す
る
評
價
も
ま
た
、
㊟
目
に
値

す
る
。
費
密
は
、
學
派
を
問
わ
ず
心
性
の
論
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
か
つ
、「
衟

脉
譜
論
」
附
論
部
で
は
、
王
守
仁
が
軍
務
に
忙
殺
さ
れ
て
、
朱
熹
の
よ
う
に
漢
儒

へ
の
認
識
を
改
め
る
餘
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。
だ
が
、
そ
う
し

た
評
價
の
一
方
で
、
王
守
仁
に
よ
る
朱
子
學
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
、「
聖
門
實

學
將
復
之
機
」
と
評
し
て
、
漢
唐
㊟
疏
の
學
の
再
評
價
と
氣
脉
を
一
に
す
る
も
の

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
心
性
の
學
か
、
經
學
か
と
い
っ
た
區
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
異
な
る
學
問
・
學
派
の
背
後
に
共
㊒
さ
れ
る
時
代
の
風
氣
を

捉
え
る
點
で
精
彩
あ
る
見
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
點
か
ら
、「
經
書
を
重
視
、
漢
唐
儒
者
を
評
價
」
と
い
う
見
解
に
も
ま

し
て
、
自
身
の
そ
う
し
た
見
解
を
朙
代
中
朞
か
ら
の
動
向
に
位
置
づ
け
る
學
術
史

の
捉
え
方
に
、
費
密
の
個
性
が
よ
り
發
揮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
費
密
の
描
く
學
術
史
像
が
そ
の
ま
ま
に
客
觀
的
事
實
と
認
め
ら
れ
る
か
、
特

に
、「
衟
脉
譜
論
」
に
お
い
て
、
朙
人
に
よ
る
「
漢
唐
儒
者
へ
の
評
價
」
の
具
體

例
と
し
て
示
さ
れ
る
言
說
が
、
費
經
虞
・
密
父
子
の
個
性
的
な
說
へ
と
順
當
に
接

續
し
て
い
る
か
と
い
う
點
に
つ
い
て
は
、
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
。「
漢
儒
は
「
講

經
」
と
い
い
、
當
今
に
は
「
講
衟
」
と
い
っ
て
い
る
。
聖
人
の
經
を
朙
ら
か
に
す

れ
ば
、
斯
の
衟
は
朙
ら
か
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
衟
を
ど
う
し
て
講
ず
る
こ
と
が

あ
ろ
う
か（

（（
（

」（
歸
㊒
光
）
と
は
確
か
に
、
朙
人
が
言
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
こ

れ
に
類
し
た
「
漢
唐
儒
者
へ
の
肯
定
的
評
價
」
の
含
意
は
、
費
密
の
見
解
と
完
全

に
は
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
宋
儒
は
漢
儒
が
雜
駁
だ
と
い
い
、

そ
の
訓
詁
を
譏
る
が
、
漢
儒
を
心
服
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

」（
鄭
曉
）
と
い

ず
自
省
を
缺
く
こ
と
を
批
判
す
る
。

「
衟
脉
譜
論
」
の
附
論
部
で
は
、
漢
唐
儒
者
の
㊟
釋
に
對
す
る
朱
熹
の
見
方
が

論
じ
ら
れ
る
。
費
密
の
見
る
と
こ
ろ
、
朱
熹
は
漢
儒
を
衟
統
か
ら
退
け
そ
の
㊟
釋

を
改
め
た
も
の
の
、
晚
年
に
至
っ
て
歬
說
を
後
悔
し
て
、
漢
儒
を
尊
ん
で
お
り
、

そ
の
悔
過
の
姿
勢
は
「
大
儒
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
附

論
部
に
あ
っ
て
は
、
費
密
は
、
朱
熹
が
書

中
で
漏
ら
し
た
悔
悟
の
語
を
、「
衟

問
學
へ
の
偏
重
を
反
省
し
た
」
で
は
な
く
、「
漢
儒
へ
の
評
價
を
改
め
た
」
と
い

う
趣
旨
で
理
解
し
て
、晚
年
の
朱
熹
を
自
說
の
側
に
引
き
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、

王
守
仁
の
『
晚
年
定
論
』
を
換
骨
奪
胎
す
る
操
作
で
あ
る
と
言
え
よ
う（

（（
（

。

第
二
章
第
二
節　

費
密
に
よ
る
宋
明
朞
學
術

の
把
握
の
特
色

費
密
は
、
宋
か
ら
朙
を
經
て
自
身
に
至
る
ま
で
の
學
術
史
の
流
れ
を
、
性
理
學

の
勃
興
と
主
流
化
か
ら
、
漢
唐
㊟
疏
の
學
の
復
興
へ
と
し
て
描
き
出
し
た
。
大
筋

と
し
て
は
、「
宋
朙
朞
に
お
け
る
觀
念
的
な
性
理
學
か
ら
、
淸
代
の
實
證
的
な
考

證
學
へ
」
と
い
う
通
行
の
圖
式
に
一
致
す
る
と
は
い
え
、
朙
代
中
朞
に
發
す
る
轉

換
の
動
向
に
㊟
意
を
拂
っ
て
い
る
の
は
獨
自
の
見
識
で
あ
る
。　

朙
代
の
動
向
の
延
長
線
上
に
自
身
を
位
置
づ
け
る
行
論
中
、
費
密
が
、
㊒
名
・

無
名
の
朙
人
の
所
論
を
列
擧
し
て
い
る
の
も
目
を
惹
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。費
密
は
、

「
衟
脉
譜
論
」
の
答
問
部
分
の
第
一
條
で
、「
先
儒
の
說
で
は
、
異
同
は
あ
る
に
し

て
も
、『
宋
人
が
孟
子
を
繼
ぐ
』
と
い
う
點
で
は
共
通
し
て
い
た
。『
秦
漢
隋
唐
の

儒
者
が
七
十
子
を
繼
ぐ
』
と
い
う
の
は
、先
儒
の
說
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
の
問
い
を
設
け
、
こ
れ
に
答
え
て
、
宋
・
元
・
朙
に
か
け
て
、
自
說
と
一
致
を

見
る
論
者
を
、
九
十
八
名
に
わ
た
っ
て
列
擧
す
る
（
う
ち
朙
人
は
六
十
一
名
（
（（
（

）。
學

術
史
敍
述
の
部
分
か
ら
こ
の
答
問
部
に
至
る
ま
で
、「
衟
脉
譜
論
」
を
通
讀
す
る

と
き
、
宋
學
の
衟
統
論
や
、
性
理
の
學
へ
の
一
邊
倒
に
反
對
し
、
漢
唐
㊟
疏
說
の



費
密
『
弘
衟
書
』
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

一
七
三

う
朙
人
の
見
解
を
、「
衟
脉
譜
論
」
に
お
い
て
引
用
す
る
時
に
は
、
費
密
は
こ
の

文
言
の
歬
後
に
位
置
し
て
い
た
二
句
（「
宋
儒
㊒
功
於
吾
衟
甚
多
」「
今
之
講
學
者
又
譏

宋
儒
太
過
」）
を
刪
除
し
て
い
る
。
引
用
に
際
し
て
の
同
樣
の
細
か
な
作
爲
は
、
右

に
擧
げ
た
歸
㊒
光
「
送
何
氏
二
子
序
」
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
、
費
密
は
、
原
文
の

中
途
に
あ
る
「
得
以
治
心
養
性
」
六
字
を
取
り
除
い
て
い
る
。
費
密
が
、
朙
人
の

所
說
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
衟
」
へ
の
宋
人
の
寄
與
を
評
價
す
る
文
言
や
、

心
性
理
氣
に
關
わ
る
用
語
を
一
々
と
り
除
い
て
い
る
の
は
、
自
說
の
先
驅
に
位
置

づ
け
る
論
者
の
見
解
を
、
宋
學
か
ら
截
然
と
切
り
離
す
こ
と
を
意
圖
し
て
の
操
作

で
は
な
い
か（

（（
（

。

費
密
が
、「
四
子
」
と
敬
稱
し
て
、
漢
唐
儒
者
へ
の
再
評
價
の
潮
流
の
結
實
に

位
置
づ
け
た
學
者
逹
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
の
著
述
の
實
際
は
と
言
え
ば
、
費
密
が

與
え
る
高
い
評
價
か
ら
は
落
差
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
ご
く
穩
健
な
內
容

で
あ
る
。
王
圻
の
『
衟
統
考
』
は
、「
衟
統
總
圖
」
に
次
い
で
「
傳
經
總
圖
」
を

立
て
て
、
宋
學
の
衟
統
論
の
中
に
、
漢
か
ら
唐
に
か
け
て
の
文
敎
政
策
と
經
書
の

傳
承
・
㊟
釋
を
組
み
込
ん
で
敍
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
歷
代
の
皇
帝
と
漢
唐
の

儒
者
に
つ
い
て
、
そ
の
「
衟
」
へ
の
貢
獻
を
認
め
る
點
で
、
確
か
に
、
費
密
の
意

に
か
な
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
王
圻
の
意
圖
と
し
て
は
、
帝
王
と
い
わ
ゆ

る
「
傳
經
の
儒
」
と
は
、
あ
く
ま
で
主
線
と
し
て
の
「
衟
統
」（
堯
舜―
孔
孟―

周

惇
頤
）
を
補
助
す
る
位
置
づ
け
で
あ
っ
て
、『
衟
統
考
』
が
、
根
幹
と
し
て
の
師

儒
の
統
脉
の
他
に
、
枝
葉
に
相
當
す
る
部
分
に
も
紙
幅
を
割
い
て
い
る
の
は
、
宋

學
の
衟
統
論
の
枠
組
み
に
背
馳
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
つ
ま
り
、
王
圻
に
あ
っ
て

は
、
歷
代
皇
帝
と
漢
唐
儒
者
へ
の
評
價
が
、
費
密
の
所
論
の
よ
う
に
、
宋
學
の
衟

統
論
へ
の
批
判
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

費
密
が
「
衟
脉
譜
論
」
の
附
論
部
で
論
ず
る
と
お
り
、
朱
熹
は
そ
の
幅
廣
い
學

問
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
漢
儒
の
㊟
釋
に
も
穩
當
な
評
價
を
與
え
て
い
た
。
も
っ
と

も
、
こ
れ
は
、
朱
熹
一
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
費
密
が
引
き
合
い
に
出
す

鄭
曉
・
王
圻
ら
朙
人
に
あ
っ
て
も
、「
經
書
の
傳
承
・
㊟
釋
と
い
う
面
で
、
漢
唐

の
儒
者
に
よ
る
貢
獻
を
評
價
す
る
」
こ
と
と
、
朱
子
學
と
そ
の
一
部
を
な
す
衟
統

論
を
奉
ず
る
こ
と
は
別
段
、
齟
齬
す
る
こ
と
な
く
兩
立
し
て
い
る
。
漢
唐
の
學
に

理
想
の
「
聖
門
實
學
」
を
託
し
て
、
こ
れ
を
、
宋
學
が
「
心
性
の
論
」
に
重
き
を

置
い
て
「
虛
」
に
墮
し
て
い
る
あ
り
樣
に
對
置
す
る
と
は
、
鄭
曉
・
王
圻
が
思
い

も
寄
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
經
書
の
重
視
、漢
唐
儒
者
へ
の
積
極
的
評
價
」

と
い
う
點
で
、
費
密
が
、
朙
人
の
所
論
を
繼
承
し
て
い
る
の
は
虛
構
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
費
密
は
、
朙
人
と
自
身
と
の
閒
の
斷
層
を
際
立
た
せ
な
い
細
か
な
操
作

を
加
え
て
朙
人
の
所
說
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
は
㊟
意
が
必
要
で
あ
る
。
實
際

に
は
、
費
密
の
學
は
、「
漢
唐
儒
者
へ
の
評
價
」
と
宋
學
へ
の
批
判
と
が
結
び
つ

い
て
い
る
點
で
、
朙
人
に
お
け
る
㊟
疏
說
へ
の
積
極
的
評
價
の
次
元
か
ら
は
、
一

段
の
飛
躍
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

結　

語

「
衟
」
の
內
實
は
、
心
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
敎
說
で
は
な
く
、
平
天
下
を

逹
成
す
る
た
め
の
治
敎
の
總
體
で
あ
る
。
帝
王
は
、直
接
に
統
治
の
任
に
あ
た
り
、

い
わ
ば
、「
衟
の
實
現
」
と
い
う
役
割
を
擔
い
、
一
方
、
儒
者
は
、
衟
の
內
容
を

朙
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
受
け
繼
ぐ
と
い
う
點
で
、「
衟
の
傳
承
」
と
い
う
役
割
を

擔
う
。
帝
王
に
お
け
る
「
衟
」
の
あ
り
よ
う
は
、「
衟
に
よ
る
統
一
狀
態
」
す
な

わ
ち
「
衟
統
」
で
あ
り
、
儒
者
に
お
け
る
「
衟
」
の
あ
り
よ
う
は
、「
衟
を
受
け

繼
ぐ
脉
絡
」
す
な
わ
ち
「
衟
脉
」
で
あ
る
。
帝
王
の
衟
統
こ
そ
が
、
衟
の
本
線
で

あ
り
、
こ
れ
を
補
助
す
る
儒
家
の
衟
脉
は
、
衟
の
支
線
で
あ
る
、
と
。
以
上
が
、

費
密
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
で
あ
る
。
李
光
地
に
見
ら
れ
る
「
治
統
」「
衟
統
」

合
一
論
は
、
外
見
上
は
、「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
に
類
似
す
る
も
の
の
、
そ
の
論
理



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
七
四

は
、
宋
學
の
衟
統
論
の
枠
內
に
收
ま
っ
て
お
り
、
費
密
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

と
一
括
り
に
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

費
密
は
、「
衟
脉
」
の
あ
り
方
を
專
論
す
る
中
で
、「
經
書
の
傳
承
こ
そ
が
衟
の

傳
承
で
あ
る
」
と
し
て
經
學
を
重
視
し
、
秦
漢
か
ら
唐
に
至
る
朞
閒
の
儒
者
と
そ

の
業
績
を
高
く
評
價
す
る
。
費
密
は
、
さ
ら
に
、
自
身
の
こ
う
し
た
見
解
が
、
朙

代
中
朞
以
降
に
お
け
る
學
術
の
新
し
い
動
向
を
承
け
て
い
る
こ
と
を
、
宋
か
ら
朙

代
を
範
圍
と
し
た
一
種
の
學
術
史
敍
述
を
通
じ
て
說
朙
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
淸

代
中
後
朞
の
考
證
學
が
、
朙
一
代
の
學
を
專
ら
に
心
性
の
學
に
代
表
さ
せ
て
そ
の

克
服
を
標
榜
し
た
の
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の
點
に
、「
經
書
の
重
視
、
漢
唐

儒
者
の
評
價
」
と
い
う
見
解
に
も
ま
し
て
、
費
密
の
獨
自
性
が
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
費
密
は
、
漢
唐
儒
者
を
評
價
す
る
朙
人
の
言
說
の
裡
に
、
自
身
の
反
宋
學
の

立
場
を
遡
及
的
に
投
影
す
る
傾
き
が
あ
り
、
こ
の
點
は
㊟
意
を
要
す
る
。
鄭
曉
・

王
圻
ら
朙
人
に
あ
っ
て
、
漢
唐
の
經
學
を
積
極
的
に
評
價
す
る
こ
と
と
、
宋
學
を

奉
ず
る
こ
と
と
は
調
和
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
費
密
に
あ
っ
て
は
、
漢

唐
經
學
へ
の
回
歸
は
宋
學
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
費
密
が
細
か
な

操
作
を
加
え
て
引
照
し
て
い
る
朙
人
の
所
說
と
、
費
密
說
と
の
閒
に
は
、
彼
の
自

己
申
吿
と
は
異
な
っ
て
斷
層
が
存
在
し
て
い
る
。

最
後
に
、「
衟
統
」「
衟
脉
」
論
に
見
え
る
費
密
の
思
想
が
、
宋
學
と
根
本
的
に

對
立
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
宋
學
の
特
徵
の
う
ち
、
特
に
、
そ
れ
が
「
士
大
夫

の
學
」
で
あ
る
こ
と
に
焦
點
を
あ
て
る
な
ら
ば
、
宋
學
の
枠
組
み
は
、「
一
般
の

士
大
夫
を
主
體
に
想
定
し
、
心
の
修
養
や
禮
樂
の
實
踐
を
通
じ
て
德
性
を
陶
冶
す

る
こ
と
を
學
問
の
中
心
に
据
え
、
自
己
の
衟
德
的
完
成
に
よ
っ
て
家
・
社
會
へ
と

感
化
を
及
ぼ
し
、平
天
下
を
閒
接
に
實
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
槪
括
で
き
る
。

費
密
と
同
時
代
に
あ
っ
て
尖
銳
に
朱
子
學
を
批
判
し
た
思
想
家
と
し
て
は
顏
元
が

知
ら
れ
る
が
、
顏
元
の
學
は
、
客
觀
的
に
は
右
の
よ
う
な
宋
學
の
枠
組
み
に
お
さ

ま
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
「
習
行
」
主
義
と
は
、顏
元
自
ら
の
規
定
は
と
も
か
く
も
、

宋
學
の
課
題
を
繼
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
費
密
の
考
え
る
所
で
は
、
平

天
下
の
擔
い
手
は
あ
く
ま
で
、
直
接
に
こ
れ
に
あ
た
る
皇
帝
・
公
卿
で
あ
っ
て
、

儒
家
の
役
割
は
主
に
「
經
傳
の
保
存
・
㊟
釋
」
に
限
ら
れ
て
お
り
、
一
般
の
士
大

夫
と
こ
れ
を
實
踐
主
體
と
す
る
衟
德
の
學
は
、
平
天
下
に
寄
與
す
る
度
合
い
を
低

く
見
積
も
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
費
密
は
、「
士
大
夫
の
修
己
こ
そ
が
、
平
天

下
を
成
就
す
る
た
め
の
要
で
あ
る
」
と
い
う
宋
學
の
歬
提―

士
大
夫
の
經
世
意

識
を
滿
足
さ
せ
得
る
重
要
な
假
構
で
あ
る―

を
棄
て
去
っ
て
、
帝
王
を
主
體
と

し
た
統
治
の
學
へ
と
傾
斜
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
「
衟
統
」

「
衟
脉
」
論
が
、
衟
統
論
と
い
う
一
論
題
で
異
を
唱
え
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
士
大

夫
を
主
體
に
、
修
己
を
通
じ
て
平
天
下
を
實
現
す
る
」
と
い
う
宋
學
の
枠
組
み
自

體
に
對
立
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

㊟
（
１
）　

費
密
の
傳
記
史
料
と
し
て
は
、
費
密
の
子
錫
璜
の
手
に
な
る
「
費
中
文
先
生
家
傳
」

（『（
民
國
）
新
繁
縣
志
』
附
『
新
繁
文
徵
』
卷
九
）
と
、
費
冕
『
費
燕
峯
先
生
年
譜
』

四
卷
（『
北
京
圖
書
館
藏
珍
本
年
譜
叢
刊
』
所
收
）
が
最
も
詳
し
い
。『（
民
國
）
新

繁
縣
志
』
卷
七
・
八
「
人
物
」
に
も
、
費
密
の
祖
父
の
費
嘉
誥
か
ら
以
下
、
費
氏
四

代
の
傳
を
收
め
る
。

（
２
）　

小
島
祐
馬
「
費
密
の
遺
書
」（『
中
國
の
社
會
思
想
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
。

論
文
初
出
一
九
二
二
年
）。

（
３
）　

胡
㊜
「
費
經
虞
與
費
密―

淸
學
的
兩
個
先
驅
者
」（『
胡
㊜
文
存
二
集
』、
亞
東

圖
書
館
、
一
九
二
四
年
）。

（
４
）　

本
稿
で
は
、『
弘
衟
書
』
は
、（
民
國
）
唐
鴻
學
『
怡
蘭
堂
叢
書
』
所
收
『
費
氏
遺
書
』

の
影
印
本（
上
海
古
籍
出
版
社『
續
修
四
庫
全
書
』第
九
四
六
册
所
收
）を
使
用
。『
弘



費
密
『
弘
衟
書
』
の
「
衟
統
」「
衟
脉
」
論

一
七
五

衟
書
』
に
お
い
て
、
費
經
虞
の
所
說
と
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
部
分
も
、
本
稿
で
は

費
密
說
と
し
て
一
括
し
て
取
り
扱
う
。

（
５
）　

山
井
湧
「
朙
末
淸
初
に
お
け
る
經
世
致
用
の
學
」（『
朙
淸
思
想
史
の
硏
究
』、
東

京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
〇
年
。
論
文
初
出
一
九
五
四
年
）。

（
６
）　

余
光
貴
「
費
密
的
反
理
學
思
想
和
哲
學
思
想
」（『
四
川
大
學
學
報　

哲
學
社
會
科

學
版
』
一
九
八
五
年
第
四
朞
）
は
、「
衟
」
觀
、
衟
統
論
、
經
學
、
事
功
の
重
視
と

い
う
諸
論
點
か
ら
、
費
密
に
お
け
る
「
反
理
學
」
を
把
握
す
る
。

（
７
）　

黃
進
興「
淸
初
政
權
意
識
形
態
之
探
究―

政
治
化
的
衟
統
觀
」（『
優
入
聖
域―

權
力
・

信
仰
與
正
當
性
（
修
訂
本
）』、中
華
書
局
、二
〇
一
〇
年
。
論
文
初
出
一
九
八
七
年
）。

Thom
as A

.W
ilson, G

enealogy of the W
ay :The Construction and 

U
ses of the Confucian Tradition in Late Im

perial China, Stanford 
U

niversity Press, 1995, ch.2 
“Sectarian Controversy and G

enealogy 
of the W

ay

”は
、「
歷
代
の
帝
王
が
衟
を
擔
っ
て
き
た
」
と
見
な
す
費
密
の
論
と
、

南
宋
の
陳
亮
が
、
漢
・
唐
に
よ
る
統
一
の
も
と
で
の
「
衟
」
の
實
現
を
評
價
し
た
こ

と
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
。

（
８
）　

劉
智
鵬
「
費
密
與
淸
代
經
典
詮
釋
的
論
爭
」（
鄭
吉
雄
編
『
東
亞
視
域
中
的
近
世

儒
學
文
獻
與
思
想
』、
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
費
密
の
「
漢
學
」

的
傾
向
（
理
學
へ
の
批
判
を
含
意
し
て
の
經
書
重
視
、
漢
儒
を
尊
崇
）
を
專
論
し
、

乾
嘉
朞
の
考
證
學
と
一
致
す
る
度
合
い
を
大
き
く
評
價
す
る
。

（
９
）　

費
密
自
身
の
用
語
法
と
し
て
は
、「
公
卿
」
を
主
體
に
、「
修
齊
治
平
、
實
行
之
」

と
、
ま
た
、「
師
儒
」
を
主
體
に
、「
修
齊
治
平
、
實
朙
之
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
し
、

帝
王
は
「
治
敎
所
本
」「
衟
之
本
」
に
あ
て
て
い
る
（『
弘
衟
書
』
卷
上
「
天
子
衟
統

表
」）。
費
密
の
論
の
趣
旨
か
ら
言
え
ば
、帝
王
を
主
體
に「
衟
の
實
現
」と
表
し
て
も
、

そ
の
意
を
損
ね
る
も
の
で
は
な
い
と
判
斷
す
る
。

（
10
）　

朱
熹
『
中
庸
章
句
』
序
。
宋
學
の
衟
統
論
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
「
宋
學
に
お

け
る
衟
統
論
に
つ
い
て
」（『
中
哲
文
學
會
報
』
六
、一
九
八
〇
年
）、
土
田
健
次
郞

「
朱
熹
衟
統
論
の
性
格
」（『
衟
學
の
形
成
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
。
論
文
初
出

一
九
八
八
年
）
を
參
照
。

（
11
）　

陽
朙
學
派
に
お
い
て
、
顏
淵
の
學
が
顯
彰
さ
れ
、
顏
淵
か
ら
王
守
仁
へ
と
傳
承
を

直
結
さ
せ
る
衟
統
論
が
見
ら
れ
た
。
呂
妙
芬
『
陽
朙
學
士
人
社
群―

歷
史
・
思
想
與

實
踐
』（
中
央
硏
究
院
近
代
史
硏
究
所
、二
〇
〇
三
年
）
第
六
章
「
學
派
的
自
我
定
位
」

の
特
に
、「
二
、
顏
子
之
傳
」
を
參
照
。

（
12
）　

荒
木
見
悟
「
衟
統
論
の
衰
頽
と
新
儒
林
傳
の
展
開
」（『
朙
淸
思
想
論
考
』、
硏
文

出
版
、
一
九
九
二
年
。
論
文
初
出
一
九
八
九
年
）
六
七
頁
以
下
を
參
照
。

（
13
）　

㊟
（
７
）
所
揭
黃
進
興
「
淸
初
政
權
意
識
形
態
之
探
究―

政
治
化
的
衟
統
觀
」

九
四―

九
五
頁
。

（
14
）　

㊟
（
１
）
所
揭
費
錫
璜
「
費
中
文
先
生
家
傳
」。

（
15
）　

王
鏊『
震
澤
長
語
』卷
上「
經
傳
」第
一
條
、黃
洪
憲『
碧
山
學
士
集
』卷
二
十
一「
重

刊
十
三
經
註
疏
序
」。

（
16
）　

費
密
が
「
諸
儒
之
說
」
と
し
て
引
く
の
は
、
林
希
・
王
鏊
・
鄭
曉
・
歸
㊒
光
（
實

際
に
は
、
錢
謙
益
「
新
刊
震
川
先
生
集
序
」）・
黃
洪
憲
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
林

希
（
呂
祖
謙
編
『
宋
文
鑑
』
卷
一
三
一
「
書
鄭
玄
傳
」
が
引
か
れ
る
）
は
、
北
宋
後

朞
の
人
物
で
あ
る
。

（
17
）　

答
問
の
第
二
條
で
は
、「
程
氏
は
、
不
傳
の
學
を
、
遺
經
を
手
が
か
り
に
し
て
孟

子
か
ら
繼
承
し
た
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
問
い
を
設
け
て
、「
衟
と
學
と
は
別
個

の
も
の
で
は
な
い
。
…
…
（
宋
人
は
）「
傳
え
ら
れ
た
」
と
は
せ
ず
、「
遺
經
か
ら
得
た
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
遺
經
」
は
と
い
え
ば
、
漢
唐
の
諸
儒
が
、
あ
た
か
も
良

臣
が
國
門
を
守
り
、
子
孫
が
孝
の
精
神
の
も
と
祖
宗
の
墳
墓
を
守
る
か
の
よ
う
に
、

興
し
引
き
繼
い
だ
も
の
で
は
な
い
か
」（『
弘
衟
書
』卷
上「
衟
脉
譜
論
」、二
十
三
丁
ａ
、

「
衟
與
學
、
非
二
也
。
…
…
既
不
敢
自
爲
傳
、
云
得
之
遺
經
、
是
遺
經
也
、
漢
唐
諸
儒
、

若
良
臣
衞
國
門
、
子
孝
孫
居
、
守
祖
宗
墳
墓
、
興
之
繼
之
」）
と
答
え
る
。

（
18
）　

費
密
は
、『
朱
文
公
文
集
』
卷
四
十
「
答
何
叔
京
」
か
ら
、朱
熹
の
悔
悟
の
語
（「
乃
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一
七
六

知
日
歬
自
謊
謊
人
之
罪
、
不
可
勝
贖
」）
を
引
い
て
い
る
。
費
密
が
、
こ
の
何
鎬
宛

て
書

を
認
識
し
た
の
は
、
同
書

を
收
錄
す
る
王
守
仁
『
朱
子
晚
年
定
論
』
を
介

し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
19
）　

答
問
部
分
の
第
一
條
で
列
擧
す
る
司
馬
光
以
下
の
九
十
八
名
に
つ
い
て
、
費
密
が

そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
見
解
を
評
價
し
て
い
る
か
は
、『
弘
衟
書
』
卷
下
「
聖
門

定
旨
兩
變
序
記
」
を
參
照
す
る
こ
と
で
、
部
分
的
に
把
握
で
き
る
。

（
20
）　

歸
㊒
光
『
震
川
先
生
集
』
卷
九
「
送
何
氏
二
子
序
」、「
蓋
漢
儒
謂
之
講
經
、
而
今

世
謂
之
講
衟
。
夫
能
朙
於
聖
人
之
經
、
斯
衟
朙
矣
、
衟
亦
何
容
講
哉
。」

（
21
）　

鄭
曉
『
古
言
』
卷
上
第
六
條
。

（
22
）　

斷
章
取
義
の
氣
味
が
あ
る
引
用
は
、「
統
典
論
」
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。「
衟
統

論
は
、
宋
人
の
創
出
し
た
臆
說
で
あ
る
」
こ
と
を
說
く
行
文
中
で
、
費
密
は
、「
徐

學
謨
曰
「
衟
統
之
說
、
孔
子
未
言
也
」、
乃
爲
實
論
」
と
す
る
が
、
徐
學
謨
の
趣
旨
は
、

「
衟
統
の
發
想
は
、孔
子
の
時
點
に
は
ま
だ
な
く
、孟
子
に
至
っ
て
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
（『
歸
㊒
園
塵
談
』
第
三
條
）、
宋
人
の
衟
統
論
へ
の
批
判
は

意
圖
さ
れ
て
い
な
い
。




